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　本大学院では、通常の授業科目のほか、各研究科において年数回の「特
別講義」を実施しています。この特別講義では、学内外から講師を招き、各
研究科にふさわしいテーマに沿って、時事的、学際的な講演を行っていま

す。これにより、内外の事情を知り、現状を分析し、大学院生の研究に資す
ることが出来ます。この特別講義は他研究科生も聴講可能となっています。
ここにはその一部を掲載しています。

各研究科特別講義実施一覧 （2022年度）

研究科 回数 テーマ 講師 実施日 場所

法 1 国際刑事裁判とその起点 安藤 泰子（青山学院大学法学部・教授） 2023. 1. 21 オンライン

商

1 プラスチックの持続的可能な社会への貢献 戸上 宗久（前 日本ポリエチレン製品工業連合 専務理事） 2022. 11. 19 オンライン

2
グローバルな問題に対して学生は何をすべきか：ウクラ
イナ問題を考える 中谷 安男（法政大学経済学部 教授） 2022. 12. 2 オンライン

3 S-Dロジック研究の進展：サービス概念、エコシステム、
創発 庄司 真人（本学商学部 兼任講師） 2023. 1. 17 オンライン

政

1 カール・ポランニーと現代の危機 若森 みどり（大阪公立大学大学院 経済学研究科 教授） 2022. 10. 3 オンライン

2 データサイエンスとデジタル通貨 北村 行伸（立正大学データサイエンス学部 教授） 2022. 10. 8 駿河台キャンパス

3 穀物輸入国と穀物輸出国、その歴史的関係 服部 正治（立教大学 名誉教授） 2023. 3. 9 駿河台キャンパス

営 2022 年度は実施せず

文

1 「まなざしの地獄」と真木悠介の誕生 佐藤 健二（東京大学 副学長） 2022. 10. 11 駿河台キャンパス

2
茨城県伝玉里舟塚古墳出土銅鋺」研究の課題 ─隋から
の舶載銅鋺か、最古の国産銅碗か？

桃崎 祐輔（福岡大学人文学部 教授） 2022. 10. 14 駿河台キャンパス

3
コロナ禍とその後における性的喜び：理論、方法、調査結
果

Dr. Barbara Rothmueller（ジグムントフロイト大学 シニア研究
員）

2023. 1. 31 オンライン

理
1 “Found in Translation” Ken Tadashi Oshima（Professor,University of Washington） 2022. 5. 7 オンライン

2
資源・エネルギー・環境問題を解決する人工光合成光
触媒 工藤 昭彦（東京理科大学・教授） 2022. 12. 1 オンライン

農

1 植物を改変する化学ツール 萩原 伸也（理化学研究所 チームリーダー） 2022. 10. 6 生田キャンパス

2 植物の全身を駆け巡る高速シグナルを可視化する 豊田 正嗣（埼玉大学理学部 教授） 2022. 10. 17 オンライン

3 田園回帰がひらく新しい農村の地域づくり 筒井 一伸（鳥取大学地域学部 教授） 2022. 12. 9 オンライン

情コミ
1 メディアの公共性ー放送法第4条を中心にー 大石 裕（慶應義塾大学 名誉教授） 2022. 10. 21 オンライン

2 デジタル経済におけるファッション ルカドゥラトル（フランスファッションインスティチュート講師） 2023. 1. 19 オンライン

教養
デザイン

1
朝鮮学校の過去・現在・未来～高校無償化問題から見え
てくる朝鮮学校の現在地～ 金 燦旭（キム・チャンヌ）（神奈川県朝鮮中高級学校 校長） 2022. 6. 13 オンライン

2 イメージと哲学20世紀フランス思想の映像論 澤田 直（立教大学文学部 教授） 2022. 12. 15 オンライン

3
日中友好50周年特別講義　馬には乗ってみよ 人には
添うてみよ ～路遥知馬力 日久知人心～ 林 振江（明治大学 学長特任補佐）

先端 2022年度は実施せず

国日

1 パフォーマンスアプローチ心理学に基づく発達支援 茂呂 雄二（東京成徳大学心理学研究科・教授） 2022. 11. 12 中野キャンパス

2 これからの日本社会のあり方－多文化共生の観点から 佐々木 聖子（出入国在留管理庁 前長官） 2022. 11. 24 オンライン

3  『ドラゴンボール』世界戦略～なぜドラゴンボールは世
界的タイトルになったか 鳥嶋 和彦（編集者） 2023. 3. 4 中野キャンパス

GG

1
Tips for Writing Articles and Presenting at 
International Conferences in English （英語で論文を
執筆し、国際学会で報告するコツ）

西川 賢（津田塾大学 教授）

2022. 11. 17

オンライン2 2022. 11. 17

3 2022. 11. 18

　研究科の枠を越えた柔軟かつ学際的なカリキュラムを設計するため、各研究科を横断して「研究科間共通科目」が設置されています。この大学院共通
カリキュラムの担当教員は、当該科目のスペシャリストである特任教員を中心に組織されています。

大学院共通カリキュラム

研究科間共通科目 　

授業科目〈国際系科目群〉 単位数
学術英語コミュニケーション 2
英文学術論文研究方法論 2
国際系総合研究Ａ 2
国際系総合研究Ｂ 2

国際系総合研究C
「最先端の神経内分泌学的研究の英語による理解と表現」
“Understanding cutting edge neuroendocrinological research in English 
and how to write or present the scientific manuscript”

2

国際系総合研究Ｄ「比較美術史」“Comparative Approaches in Art History” 2

授業科目〈学際系科目群〉 単位数
学際系総合研究Ａ「学際的なアメリカ研究」 2
学際系総合研究Ｂ「会計検査から見た事業の評価」 2
学際系総合研究Ｃ「地域経済分析」 2
学際系総合研究Ｄ「生物多様性 ─新たな規範を求めて─」 2

授業科目〈現象数理・ライフサイエンス融合教育系科目群〉 単位数
融合共創プロジェクト 2
バイオエコノミー 2
材料開発とデータサイエンス 2
ライフサイエンスデータ解析 2

授業科目〈キャリアパス関連科目群〉 単位数
ジョブ型研究インターンシップ 2
キャリアパス支援科目「産学連携型キャリア支援講座」 2

担当教員

中井 真木
NAKAI  Maki

博士（学術）
特任准教授

研究
分野 日本史・比較文化

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】学術英語コミュニ
ケーション／英文学術論文研究方法論　【研究テーマ】History 
of Clothing, Heian and Kamakura Japan, Translation of 
Premodern Japanese Sources, Historiographical Usage 
of Literary and Visual Texts　【主な著書・論文】『王朝社会の
権力と服装 : 直衣参内の成立と意義』東京大学出版会、2018／
Multilingual Version of Pictopedia of Everyday Life in 
Medieval Japan Compiled from Picture Scrolls, The 
Kanagawa University 21st Century COE Program 
Center, 2007- （共訳）.

※ 研究科間共通科目担当専任教員のほか、ゲスト講師を多数任用し、講座内容の充実を図って
います。

※各総合研究のテーマは2023年度実施予定のものです。

藤川 真由
FUJIKAWA  Mayu

Ph.D.
特任講師

研究
分野 イタリア美術史、Global Art History

【最終学歴】Washington University in St. Louis　【担当授業科
目】学術英語コミュニケーション／英文学術論文研究方法論　
【研究テーマ】ルネサンスとバロック美術史、グローバルな視点か
ら見た美術史、巡礼地の美術作品　【主な著書・論文】“Papal 
Ceremonies for the Embassies of Non-Catholic Rulers,” in 
The Religious Minorities in Early Modern Rome, ed. Emily 
Michelson and Matthew Coneys Wainwright (Leiden: Brill, 
2020), 13-54; “Studies on the Japan Mission,” Jesuit 
Historiography Online, ed. Robert Aleksander Maryks 
(Leiden: Brill, 2017) [online publication]. 
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コロナ禍とその後における性的喜び：理論、方法、調査結
果

Dr. Barbara Rothmueller（ジグムントフロイト大学 シニア研究
員）

2023. 1. 31 オンライン

理
1 “Found in Translation” Ken Tadashi Oshima（Professor,University of Washington） 2022. 5. 7 オンライン

2
資源・エネルギー・環境問題を解決する人工光合成光
触媒 工藤 昭彦（東京理科大学・教授） 2022. 12. 1 オンライン

農

1 植物を改変する化学ツール 萩原 伸也（理化学研究所 チームリーダー） 2022. 10. 6 生田キャンパス

2 植物の全身を駆け巡る高速シグナルを可視化する 豊田 正嗣（埼玉大学理学部 教授） 2022. 10. 17 オンライン

3 田園回帰がひらく新しい農村の地域づくり 筒井 一伸（鳥取大学地域学部 教授） 2022. 12. 9 オンライン

情コミ
1 メディアの公共性ー放送法第4条を中心にー 大石 裕（慶應義塾大学 名誉教授） 2022. 10. 21 オンライン

2 デジタル経済におけるファッション ルカドゥラトル（フランスファッションインスティチュート講師） 2023. 1. 19 オンライン

教養
デザイン

1
朝鮮学校の過去・現在・未来～高校無償化問題から見え
てくる朝鮮学校の現在地～ 金 燦旭（キム・チャンヌ）（神奈川県朝鮮中高級学校 校長） 2022. 6. 13 オンライン

2 イメージと哲学20世紀フランス思想の映像論 澤田 直（立教大学文学部 教授） 2022. 12. 15 オンライン

3
日中友好50周年特別講義　馬には乗ってみよ 人には
添うてみよ ～路遥知馬力 日久知人心～ 林 振江（明治大学 学長特任補佐）

先端 2022年度は実施せず

国日

1 パフォーマンスアプローチ心理学に基づく発達支援 茂呂 雄二（東京成徳大学心理学研究科・教授） 2022. 11. 12 中野キャンパス

2 これからの日本社会のあり方－多文化共生の観点から 佐々木 聖子（出入国在留管理庁 前長官） 2022. 11. 24 オンライン

3  『ドラゴンボール』世界戦略～なぜドラゴンボールは世
界的タイトルになったか 鳥嶋 和彦（編集者） 2023. 3. 4 中野キャンパス

GG

1
Tips for Writing Articles and Presenting at 
International Conferences in English （英語で論文を
執筆し、国際学会で報告するコツ）

西川 賢（津田塾大学 教授）

2022. 11. 17

オンライン2 2022. 11. 17

3 2022. 11. 18

　研究科の枠を越えた柔軟かつ学際的なカリキュラムを設計するため、各研究科を横断して「研究科間共通科目」が設置されています。この大学院共通
カリキュラムの担当教員は、当該科目のスペシャリストである特任教員を中心に組織されています。

大学院共通カリキュラム

研究科間共通科目 　

授業科目〈国際系科目群〉 単位数
学術英語コミュニケーション 2
英文学術論文研究方法論 2
国際系総合研究Ａ 2
国際系総合研究Ｂ 2

国際系総合研究C
「最先端の神経内分泌学的研究の英語による理解と表現」
“Understanding cutting edge neuroendocrinological research in English 
and how to write or present the scientific manuscript”

2

国際系総合研究Ｄ「比較美術史」“Comparative Approaches in Art History” 2

授業科目〈学際系科目群〉 単位数
学際系総合研究Ａ「学際的なアメリカ研究」 2
学際系総合研究Ｂ「会計検査から見た事業の評価」 2
学際系総合研究Ｃ「地域経済分析」 2
学際系総合研究Ｄ「生物多様性 ─新たな規範を求めて─」 2

授業科目〈現象数理・ライフサイエンス融合教育系科目群〉 単位数
融合共創プロジェクト 2
バイオエコノミー 2
材料開発とデータサイエンス 2
ライフサイエンスデータ解析 2

授業科目〈キャリアパス関連科目群〉 単位数
ジョブ型研究インターンシップ 2
キャリアパス支援科目「産学連携型キャリア支援講座」 2

担当教員

中井 真木
NAKAI  Maki

博士（学術）
特任准教授

研究
分野 日本史・比較文化

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】学術英語コミュニ
ケーション／英文学術論文研究方法論　【研究テーマ】History 
of Clothing, Heian and Kamakura Japan, Translation of 
Premodern Japanese Sources, Historiographical Usage 
of Literary and Visual Texts　【主な著書・論文】『王朝社会の
権力と服装 : 直衣参内の成立と意義』東京大学出版会、2018／
Multilingual Version of Pictopedia of Everyday Life in 
Medieval Japan Compiled from Picture Scrolls, The 
Kanagawa University 21st Century COE Program 
Center, 2007- （共訳）.

※ 研究科間共通科目担当専任教員のほか、ゲスト講師を多数任用し、講座内容の充実を図って
います。

※各総合研究のテーマは2023年度実施予定のものです。

藤川 真由
FUJIKAWA  Mayu

Ph.D.
特任講師

研究
分野 イタリア美術史、Global Art History

【最終学歴】Washington University in St. Louis　【担当授業科
目】学術英語コミュニケーション／英文学術論文研究方法論　
【研究テーマ】ルネサンスとバロック美術史、グローバルな視点か
ら見た美術史、巡礼地の美術作品　【主な著書・論文】“Papal 
Ceremonies for the Embassies of Non-Catholic Rulers,” in 
The Religious Minorities in Early Modern Rome, ed. Emily 
Michelson and Matthew Coneys Wainwright (Leiden: Brill, 
2020), 13-54; “Studies on the Japan Mission,” Jesuit 
Historiography Online, ed. Robert Aleksander Maryks 
(Leiden: Brill, 2017) [online publication]. 


